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歴
史
が
科
学

的
に
語
ら
れ
だ

し
た
の
は
、
歴

史
を
語
る
人
が

科
学
的
成
果
に
囲
ま
れ
た
日

常
に
暮
ら
し
だ
し
た
こ
と
に

よ
る
。
善
悪
と
は
中
世
の
宗

教
的
世
界
観
に
よ
る
観
念

で
、「
泥
棒
に
も
三
分
の
理
」

と
言
っ
た
日
本
で
は
短
絡
的

な
究
極
悪
は
否
定
さ
れ
て
い

た
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
被
害

者
が
ま
だ
現
存
す
る
今
、
ナ

チ
・
ド
イ
ツ
に
は
一
分
の
理

も
認
め
ら
れ
な
い
。

　

「
イ
ン
ド
が
非
暴
力
を
旗

印
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
を

勝
ち
取
っ
た
の
は
日
本
の
軍

事
力
の
お
陰
。
あ
る
い
は
そ

れ
を
利
用
し
た
か
ら
」
と
言

う
イ
ン
ド
人
も
い
た
。
ナ
チ

・
ド
イ
ツ
の
大
暴
れ
で
イ
ギ

リ
ス
が
弱
体
化
し
た
の
も
結

果
的
に
イ
ン
ド
の
独
立
を
助

け
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
が
武
力
と
経
済

力
で
大
多
数
の
イ
ス
ラ
ム
教

徒
を
傘
下
に
し
て
過
激
テ
ロ

リ
ス
ト
と
対
峙
さ
せ
て
い
る

が
、
テ
ロ
リ
ス
ト
側
は
相
手

を
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
屈
し
た

腰
抜
け
呼
ば
わ
り
を
し
て
い

る
。

　

安
倍
の
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ

い
の
せ
い
で
、
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
つ
つ
あ
る
日
本
と
違

い
、
知
ら
ん
顔
の
イ
ン
ド
、

中
国
は
賢
い
。

今日の数字

132億円
　大阪府咲洲庁舎（旧WTCビ
ル）につぎ込んだ府民の税金。二
重庁舎で経費の無駄が膨らむ。
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梶
哲
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都
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構
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大
阪
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廃
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府
が
権
限
・
財
源
を
掌
握

　

「
大
阪
都
」
構
想
は
、
こ

れ
か
ら
府
議
会
・
大
阪
市
会

の
承
認
を
経
て
、
５
月
に
大

阪
市
民
の
住
民
投
票
に
付
さ

　

大
阪
市
の
解
体
・
廃
止
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
５

月
17
日
に
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
」

構
想
は
、
４
月
の
統
一
地
方
選
で
も
大
き
な
争
点
と
な

る
。
橋
下
徹
市
長
が
掲
げ
る
同
構
想
の
虚
構
と
実
態
に
つ

い
て
、
自
治
体
問
題
に
詳
し
い
梶
哲
教
氏
（
大
阪
学
院
大

学
准
教
授
）
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

　

「
歯
科
診
療
報
酬
改
定
の

行
方
と
電
子
請
求
の
課
題
」

と
題
し
て
14
日
に
講
演
し
た

田
辺
氏
は
、「
厚
労
省
は
在

宅
歯
科
と
周
術
期
、
医
科
歯

科
連
携
を
診
療
報
酬
改
定
の

重
点
課
題
と
し
て
い
る
」
と

説
明
。
そ
の
上
で
、
今
後
の

改
定
に
つ
い
て
、
①
高
齢
者

へ
の
歯
周
治
療
・
医
学
管
理

の
再
編
②
技
術
料
評
価
の
適

正
化
―
―
の
必
要
性
を
訴
え

た
。

　

４
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
る

レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
で
は
、

「
突
合
・
縦
覧
点
検
、
算
定

日
情
報
に
よ
る
審
査
で
査
定

処
理
が
か
な
り
増
え
る
」
と

指
摘
し
た
。
同
氏
は
パ
ソ
コ

ン
の
審
査
画
面
の
イ
メ
ー
ジ

を
示
し
な
が
ら
、
査
定
事
例

を
紹
介
。「〝
青
本
〞
通
り
の

請
求
が
重
要
に
な
る
一
方

で
、
臨
床
実
態
に
即
し
た
算

定
要
件
に
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

「
地
域
包
括
ケ
ア
構
想
の

課
題
」
と
題
し
て
15
日
に
講

演
し
た
芝
田
氏
は
、
安
倍
政

権
が
社
会
保
障
費
抑
制
と
セ

ッ
ト
で
進
め
る
医
療
・
介
護

の
市
場
化
に
つ
い
て
、「
商

品
と
し
て
の
社
会
保
障
を
購

入
で
き
る
者
と
で
き
な
い
者

で
健
康
格
差
を
広
げ
る
」
と

批
判
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
構
想
に
つ

い
て
、
介
護
の
社
会
化
の
理

念
に
反
し
、
財
政
支
出
の
抑

制
だ
け
を
目
的
に
す
る
も
の

と
述
べ
た
。

　

介
護
保
険
か
ら
要
支
援
を

切
り
離
す
計
画
に
触
れ
、
専

門
家
が
担
う
介
護
を
「
素

人
」
任
せ
に
し
、
予
防
給
付

の
位
置
付
け
を
後
退
さ
せ
る

も
の
で
、「
結
果
的
に
は
介

護
の
重
度
化
を
招
く
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

る
紙
面
。
大
阪
の
市
民
団
体

を
代
表
す
る
機
関
紙
に
な
っ

て
い
る
」と
高
く
評
価
し
た
。

　

新
年
号
は
、
満
蒙
開
拓
団

の
悲
劇
を
描
い
た
映
画
「
望

郷
の
鐘
」（
公
開
中
）
に
主

演
し
た
俳
優
の
内
藤
剛
志
さ

ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
加

え
、「
憲
法
９
条
に
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
」
運
動
を
取
材

し
、
紹
介
し
た
。

　

日
本
機
関
紙
協
会
大
阪
府

本
部
が
主
催
す
る
「
第
41
回

年
末
・
新
年
号
機
関
紙
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
審
査
発
表
が
２

月
13
日
に
あ
り
、
応
募
１
１

１
作
品
の
中
か
ら
協
会
機
関

紙
新
年
号
（
写
真
）
が
最
高

位
の
「
機
関
紙
協
会
理
事
長

賞
」
に
選
ば
れ
た
。

　
「『
戦
後
70
年
』
と
い
う
テ

ー
マ
の
一
貫
性
が
感
じ
ら
れ

れ
る
見
通
し
だ
。
こ
の
「
大

阪
都
」
構
想
に
対
し
て
は
、

る
と
、
も
う
元
に
戻
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
前

に
、「
大
阪
都
」
構
想
の
内

容
と
問
題
点
を
い
ま
一
度
確

認
し
て
お
き
た
い
。

◇　

◆　

◇

　

大
阪
都
構
想
と
は
、
政
令

指
定
都
市
で
あ
る
大
阪
市
を

れ
が
法
人
格
を
も
つ
基
礎
自

治
体
で
、
公
選
制
の
区
長
と

区
議
会
が
置
か
れ
る
。
そ
の

点
、
特
別
区
は
機
能
的
に
ほ

ぼ
「
市
」
に
相
当
す
る
が
、

特
別
区
の
置
か
れ
た
全
域
に

つ
い
て
の
行
政
の
一
体
性
・

統
一
性
を
確
保
す
る
た
め
、

通
常
な
ら
「
市
」
の
担
う
一

格
差
を
調
整
す
る
た
め
の
財

源
と
権
限
が
付
与
さ
れ
る
た

め
、
特
別
区
の
運
営
は
通
常

の
「
市
」
よ
り
も
強
く

「
都
」
に
従
属
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
た
め
、「
大
阪

都
」
構
想
と
は
、
実
質
的
に

は
、
大
阪
市
の
も
つ
主
要
な

権
限
・
財
源
を
「
大
阪
都
」

が
、
２
０
１
２

年
に
大
都
市
地

域
特
別
区
設
置

法
が
制
定
さ

れ
、
東
京
以
外

で
も
「
都
」
制

を
導
入
す
る
道

筋
が
つ
い
た
。

「
大
阪
都
」
構

想
も
、
同
法
の

定
め
る
手
順
に

よ
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、

こ
の
法
律
で
は

「
大
阪
府
」
の

名
称
は
変
わ
ら

ず
、「
大
阪
都
」

に
改
称
す
る
た

に
進
め
て
い
る
。
も
し
住
民

投
票
で
「
賛
成
」
票
が
上
回

廃
止
し
、
そ
れ
に
代
え
て
大

阪
市
域
に
五
つ
の
特
別
区
を

設
置
す
る
と
い
う
自
治
体
再

編
策
で
あ
る
。

　

大
阪
市
に
は
24
の
行
政
区

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
五
つ

に
ま
と
め
る
単
な
る
合
区
で

は
な
く
、
特
別
区
は
そ
れ
ぞ

部
の
事
務
（
消
防
な
ど
）
が

広
域
自
治
体
で
あ
る
「
都
」

に
配
分
さ
れ
、
特
別
区
は
そ

の
分
だ
け
「
市
」
よ
り
も
権

限
が
縮
減
さ
れ
る
点
が
異
な

る
。

　

ま
た
、「
都
」
に
は
特
別

区
相
互
間
で
生
じ
る
財
政
力

に
統
合
す
る
意
味
を
も
つ
。

◇　

◆　

◇

　

東
京
市
と
東
京
府
を
合
体

さ
せ
て
東
京
都
が
生
ま
れ
た

の
は
、
戦
時
下
の
１
９
４
３

年
だ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、

「
都
」
は
東
京
だ
け
だ
っ
た

め
に
は
別
の
新
た
な
法
律
の

制
定
が
必
要
に
な
る
。

 

（
つ
づ
く
）

か
じ
・
て
つ
の
り　

京
都
大

学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単

位
取
得
退
学
後
、
大
阪
学
院

大
学
経
済
学
部
講
師
を
経

て
、
同
法
学
部
准
教
授
。
共

著
に
『
行
政
法
基
礎
論
』

（
嵯
峨
野
書
院
）
な
ど
。

様
ざ
ま
な
角
度
か

ら
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、

橋
下
大
阪
市
長
と

大
阪
維
新
の
会

は
、
こ
れ
を
強
引

会
員
学
習
会

　協会は今後の歯科診療報酬改定や４月から
義務化されるレセプト電子請求の課題、地域
包括ケアシステムの在り方などを考える会員
学習会「歯科医療と社会保障の行方」を２月
14～15日、Ｍ＆Ｄホールで開いた。全国保険
医団体連合会副会長の田辺隆氏と立教大学教
授の芝田英昭氏が講演した。

会員学習会で地域包括ケア構想について語る
芝田英昭氏（正面）＝２月15日、Ｍ＆Ｄホール

機関紙コンテスト
最
高
賞
を
受
賞

新
リ
ー
フ
＆
会
員
署
名
同
封

　協会・保団連は政府が狙う患者
負担増計画を分かりやすく解説し
たリーフレット（今号同封）を作
成しました。署名用紙（前号同
封）と合わせてご活用ください。
　また、患者申出療養の撤回など
を求める会員署名を今号に同封し
ています。ご協力お願いします。
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